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研究紹介の本⽂：分⼦夾雑環境下においては、溶媒排除効果や周辺分⼦との⾮特異的
相互作⽤により、タンパク質の安定性や動的構造が希薄溶液とは異なることが明らか
になってきた。しかし、実際に薬物が機能する細胞内など、分⼦夾雑環境下において、
タンパク質と薬剤の原⼦レベルでの動的相互作⽤解析が⾏われた例は極めて少ない。
私たちは、希薄溶液下で進めてきたタンパク質と薬剤の動的構造解析において、タン
パク質の動的性質が相互作⽤に及ぼす影響が⼤きく、分⼦夾雑の影響を特に受けやす
いと考える２つの系を⾒出した。本研究においては、これら 2 つの系について、その
動的な相互作⽤に与える分⼦夾雑環境の影響を明らかにする。 
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